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百
貨
市
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白
楠
民
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進
出
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十
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~~t 
け
る
出
張
服
1畦
cr，) 
鵬
況

今
日
出
張
販
責
に
於
て
問
題
と
な
る
は
仰
舎
場
、

mw取
扱
商
品
、
例
顧
客
吸
引
策
、
例
規
模
詑
に
使
用
人
、
何

替
業
時
間
の
問
題
等
の
諸
酷
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
内
地
に
於
け
る
肢
況
は
他
日
稿
を
夏
め
一
て
考
察
し
た
い
と
思
ふ

が
、
今
簡
単
に
植
民
地
に
於
け
る
紋
況
に
就
て
一
瞥
し
よ
う
。

6
 

A

曾
揚
元
来
小
責
肩
舗
の
場
所
的
選
定
に
常
つ
て
は

Z
3
5
E
教
授
等
も
指
摘
せ
る
知
〈
、
の
大
衆
に
近
付
易
い
事

(R内
臣
盟

E
-
q
Z
F
O

宮
Z
F
n
)

は
極
め
て
必
要
で
あ
る
が
、
忍
は
こ
の
外
に
そ
の
場
所
白
向
商
居
並
に
商
品
に
劃
す
る
『
信
用
の
附
輿
性
』
と
も
云
ふ
べ
き
要
素
を
添
加
し

た
い
。
こ
れ
は
出
張
阪
黄
色
短
期
な
る
事
と
そ
白
取
扱
悶
聞
が
流
行
同
聞
を
主
と
す
る
事
よ
り
必
然
に
来
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
百
貨
腐
の
名
が
、
信
用

が
、
深
〈
犬
衆
D
脳
裡
に
印
せ
ら
れ
て
ゐ
る
内
地
に
於
て
な
ら
ば
い
ざ
知
b
ず
、
そ
の
迂
遠
な
事
と
住
民
白
教
養
由
比
較
的
に
低
い
事
と
平
生
百
貨

庖
に
徐
り
親
ん
で
居
な
い
闘
係
上
、
楠
民
地
に
於
け
る
出
張
阪
費
に
於
で
は
こ
の
第
三
の
傑
件
は
最
も
詮
意
を
携
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
事
は
そ

の
回
答
の
一
結
果
に
も
よ
〈
表
は
れ
て
居
る
所
で
、
例
へ
ば
公
舎
堂
が
最
も
好
ん
で
植
民
地
に
於
て
用
ひ
与
る
ふ
の
は
と
の
聞
の
事
情
を
物
語
る
も
の

自

で
あ
る
。
尤
も
内
地
に
於
で
は
小
質
問
抽
町
公
共
建
物
に
謝
ナ
る
反
封
運
動
の
俊
民
せ
る
結
果
近
時
は
戯
場
族
館
が
多
〈
用
ひ

b
る
ふ
に
至
っ
た
。

山W
A
常
曾
堂
の
使
用
さ
る
ふ
都
市
、
宜
雲
南
・
基
隆
・
室
中
・
嘉
義
・
新
竹
・
扉
東
・
清
津
・
木
浦
・
元
山
、
州
w戯
場
の
使
用
さ
る
ふ
都
市
、
華
南
・
嘉
義
・
新
竹

扉
東
・
木
浦
・
奉
天
、
出
刊
族
館
白
使
用
さ
る
ふ
都
市
、
嘉
義
・
清
津
・
元
山
、
品
川
そ
の
他
、
民
間
家
屋
(
新
竹
)
、
料
理
腐
(
嘉
義
)
ク
ヲ
プ
、
民
間
の
間

借
(
扉
東
)
、
貸
家
路
傍
〔
淡
水
)
、
空
家
(
仁
川
)
・
遅
遺
底
(
奉
天
)
、
山
川
嘉
義
市
よ
り
の
回
答
に
よ
れ
ば
利
用
さ
る
L
順
位
は
1
公
舎
堂
、

2
戯
場

Nystrom， Economics of Retailing Vol. 11. p. 12'7・
族館、戯場歩ヲザ等も“acce田 ibilityto the publ日!l .ct>-{!間半を充ナもの主し
て相常有効ではあるが公舎堂白(1)(2)白雨傑件を充すに匹徽ナベ〈もない特
に放舘白効少曹は餌Iへは都〆城市四回答が「鹿児島山形屋は曾場として放館
を用ふる事多脅故効会〈小賓底の打撃も大なら fJと回答せるを見てもこの
間の事情がわかる。



3
族
館
、

4
料
理
腐
な
り
と
、

然
し
柑
民
地
小
賛
成
白
自
費
と
相
互
間
の
統
制
の
費
展
陀
件
ひ
漸
失
曾
場
の
拒
絶
制
限
に
そ
の
運
動
が
集
中
さ
る
お
事
と
な
り
、
現
に
市
営
局
に

於
て
も
、
奉
天
・
銭
南
浦
の
加
害
品
割
合
堂
白
貸
奥
を
縄
艶
に
拒
絶
し
、
基
隆
・
新
竹
等
で
も
合
場
拒
絶
が
行
は
れ
て
居
る
。

B

取
扱
商
品
出
張
版
責
に
於
け
る
取
扱
商
品
に
は
一
定
白
限
界
が
あ
り
、
川
腐
敗
性
損
傷
性
の
多
い
も
の
仰
容
積
重
量
の
大
な
る
も
の
印
刷
貴
重

品
等
が
取
扱
は
れ
得
な
い
事
は
曾
て
述
べ
た
所
で
あ
る
。
摘
民
地
白
出
張
阪
費
に
於
て
は
こ
の
制
限
は
特
に
大
曹
い
。
た

r
内
地
に
於
て
は
そ
白
取

技
商
品
目
中
心
は
央
服
類
に
あ
り
、
他
の
商
品
は
寧
ろ
問
品
た
る
作
用
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
植
民
地
に
於
て
は
出
張
版
費
は
そ
の
土
地
の
小
賀
市
胞

の
補
完
的
作
用
を
な
ナ
も
の
で
あ

p
、
臭
服
類
正
並
ん
で
洋
品
雑
貨
は
勿
論
、
そ
白
取
扱
品
た
る
交
房
具
・
小
間
物
・
合
物
・
陶
磁
器
世
帯
一
切
の
商
品

が
極
め
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
居
る
の
で
あ
る
。
-
勿
論
と
の
ー
事
は
植
民
地
白
出
張
版
責
に
岡
政
策
目
行
は
れ
る
事
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

今
楢
民
地

κ於
け
る
主
た
る
取
扱
商
品
を
あ
「
れ
は
左
の
知
〈
で
あ
る
。

呉
服
・
洋
品
・
陶
器
・
小
間
物
・
和
洋
雑
貨
・
金
物
・
荒
物
・
家
具
・
小
供
服
・
文
房
具
・
食
糧
品
、
乙
れ
等
の
商
品
が
植
民
地
小
費
腐
の
債
格
に
比
し
廉
債

な
る
は
掛
地
的
団
体
の
一
致
せ
る
所
内
、
め
る
。

刊

顧
客
吸
引
策
願
客
吸
引
策
は
ヒ
ル
シ
エ
教
授
も
云
ふ
知
〈
資
本
主
義
企
業
費
展
上
依
〈
べ
か
ら
も
白
に
し
て
、
在
は
一
際
教
授
に
従
ひ
、
己

れ
を
川
康
管
的
の
も
の
、
向
サ

E
V
イ
ス
的
の
も
の
に
分
っ
て
考
察
す
る
。

山
康
告
、
仰
新
聞
康
管
、
室
蘭
・
新
竹
・
嘉
義
・
一
万
山
・
奉
天
、
刷
円
ポ
ス
タ
ー
、
華
南
・
筆
中
・
淡
水
・
清
津
、

mw
チ
ラ
U

、
華
南
・
新
竹
・
嘉
義
・
豊
中
・
扉
東
・

仁
川
・
清
津
、
山
間
郵
健
康
昔
、
華
南
・
嘉
義
・
仁
川
、
向
旗
捕
康
告
、
新
竹
・
嚢
中
・
嘉
義
・
淡
水
・
清
津
・
仁
川
・
元
山
、
山
門
そ
の
他
東
西
屋
(
蔓
中
・
奉
天
〉

立
看
板
(
講
習
}
。
新
聞
ポ
ス

9

1
チ
ラ
シ
康
告
の
多
い
事
は
内
地
も
同
様
で
あ
り
、
旗
峨
康
告
の
多
い
事
は
、
川
童
湾
、
朝
鮮
、
満
洲
が
支
郡
的
色

彩
浪
厚
に
し
て
こ
れ
に
迎
合
す
る
た
め
、
九
円
屋
外
出
胆
告

(
E
E。
=
附
邑
耳
吋
E
m
M
g
開
)
と
し
で
原
始
的
直
接
的
で
あ
る
監
が
植
民
地
人
に
迎
合
さ
る
L

己

B
P

・
-
に
依
る
べ
〈
、
い
郵
便
康
告
の
・
少
舎
は
名
簿
作
製
の
困
難
と
常
得
意
の
少
い
た
め
。

例
サ
I
ず
イ
月
、
向
特
債
販
費
、
新
竹
・
童
中
・
基
隆
・
淡
水
・
扉
東
・
清
津
・
仁
川
・
元
山
・
奉
天
、
向
景
品
費
出
し
、
扉
東
・
筆
中
、
間
無
料
配
達
・
元
山
・

仁
川
、
山
閉
そ
の
他
、
外
交
員
(
童
中
v
、
茶
果
(
清
津
)
、
特
償
責
出
し
景
品
質
出
し
の
多
い
事
は
内
地
も
同
様
で
あ
り
、
無
料
配
達
は
朝
鮮
の
諸
都
市
圭

除
い
て
は
行
は
れ
な
い
。
(
頼
替
概
究
第
二
巻
三
競
掲
載
白
濠
定
V

C D 

使
間
人
蛇
に
規
横

出
張
一
肱
賓
の
規
模
の
大
ナ
乞
決
定
司
ナ
る
霊

T
し
て
は
、
大
値
付
従
業
人
の
殺
に
よ
る
匝
別
、
同
責
上
高
の
多
少
に
主
る

百
貨
庖
白
一
植
民
地
進
出

第
三
十
八
巻

A 
九

第
四
披

五

勿論植民地に於ても例へば仁川のJ:III!!では食生量品も用ひられて居るがこれは
仁川が特に京城に近接して居る特殊関係に依るもので主主して (1)植民地の
交議未費遣のため (2)特に距離の関係上内地よりの向援の場合等ではか与る
商品の取扱はれないのは明かである。
J. Hirsch. Die Bedelltung des Wa町四har目 in der Volkswi.rtschaft (Probleme 
des Warenhaus， S. 60). 拙稿、百2l消の圃民経理事上における意義(本誌第三

28) 

29) 



百
貨
広
白
植
民
地
進
出

-
~ 
r、

i¥. 
:Ju 

第
四
就

第
三
十
八
巻

匿
別
、
訟
扱
商
品
量
に
よ
る
匿
別
、
守
経
費
に
よ
る
匝
別
の
思
考
へ
得

2
去
、
後
三
者
は
種
々
の
岡
難
が
あ
り
、
苦
手

Z
2

見
解
に
従
ひ
、
従
業
員
の
数
に
よ
る
決
定
法
を
最
も
袋
蛍
な
り
と
考
へ
る
。
こ
の
場
合
従
業
員
と
は
綿
従
業
員
で
あ
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
か
ふ

る
標
準
に
よ

P
楠
民
地
に
於
け
る
出
張
阪
貰
白
規
模
に
就
で
見
る
に
、
嘉
義
市
白
・
抑
寺
は
普
遁
従
業
人
一
一
一
十
名
位
な
り
と
回
答
せ
る
所
よ
り
見
る
と

相
常
大
規
模
白
出
張
版
費
も
行
は
れ
て
居
る
様
で
あ
る
が
、
一
般
に
朝
鮮
・
董
淘
・
満
洲
を
通
じ
て
そ
の
規
模
は
内
地
に
見
る
大
名
行
列
式
目
も
の
は

な
〈
、
寧
ろ
騨
敏
が
骨
骨
ば
れ
、
そ
の
従
業
人
の
数
も
十
名
乃
至
そ
れ
以
下
白
桜
度
目
も
の
で
あ
る
。
尤
も
三
越
高
島
屋
の
嘉
一
海
逗
征
の
如
き
そ
れ
白

鶴
ま
さ
に
一
大
駐
車
借
主
云
へ
ょ
う
が
規
模
は
中
小
位
で
あ
る
。
今
こ
白
部
に
射
す
る
各
地
の
回
答
に
よ
り
最
も
普
通
の
場
合
白
紙
喝
を
見
る
に
、

連

れ

て

来

た

も

の

不

名

一

名

一

一

一

十

五

十

五

、

ム

川

市

咽

d

五

間

五

十

出

百

四

地

で

の

傭

人

五

、

大

名

二

名

サ

シ

ナ

シ

テ

シ

一

一

、

=

一

名

ナ

シ

ニ

ナ

シ

十

レ

総

員

不

明

=

一

名

=

一

十

五

十

七

、

八

名

一

五

六

五

十

新

竹

淡

水

嘉

義

扉

東

基

隆

清

津

仁

川

木

浦

元

山

泰

夫

従
業
員
は
訓
練
が
尊
バ
れ
る
聞
係
上
大
儒
自
己
の
庖
舗
よ
り
連
行
す
る
が
中
に
は
下
足
ピ
ヲ
撒
白
た
め
一
一
、
=
一
名
又
は
厳
名
を
出
張
地
で
傭
入
る
。

E

曹
襲
時
聞
の
問
題
出
張
中
に
於
け
る
夜
業
の
利
、
不
利
に
就
一
ー
で
は
種

L42観
監
か
、
b
考
察
し
得
ら
る
与
所
に
し
て
、
或
は
付
そ
の
針
象
と

す
る
購
買
暦
に
関
聯
し
、
何
十
或
は
出
張
時
期
に
関
聯
し
、
い
戒
は
電
燈
料
、
曾
揚
白
川
駅
況
に
関
聯
し
て
決
定
せ
ら
る
べ
曹
で
一
械
に
論
定
す
る
事
は

双

山
来
な
い
。
今
植
民
地
よ
り
の
田
容
を
見
る
に
下
註
の
知
〈
、
大
健
室
海
に
於
て
は
夜
業
を
行
ふ
も
の
一
般
に
多
〈
、
開
唐
時
間
早
〈
、
開
業
時
聞
が

和
〈
る
与
を
知
る
が
、
朝
鮮
満
洲
に
於
て
は
全
然
反
謝
で
あ
う
て
こ
れ
は
主
と
し
て
出
張
期
た
る
春
秋
の
候
の
気
候
の
聞
係
よ

n来
る
も
の
に
し
百

こ
白
話
先
漣
白
朝
鮮
に
無
料
配
達
が
焚
達
し
筆
岨
聞
に
殆
ん
ど
之
の
行
は
れ
ざ
る
と
照
合
は
す
と
甚
だ
興
味
深
い
。

以
上
な
は
出
張
販
貰
に
於
て
問
題
と
な
る
諸
鈷
に
就
て
植
民
地
に
於
け
る
股
況
を
明
か
に
し
、
且
植
民
地
相
互

次
に
更
に
進
ん
で
百
貨
庄
の
進
出
の
植
民
地
小
買
庖
へ
の
影
響
拙
に

問
誌
に
内
地
と
の
具
向
性
を
明
か
に
し
た
。

そ
の
反
劃
運
動
の
肢
況
に
就
て
考
察
し
よ
う
。

回
、
百
貨
唐
の
謹
出
と
植
民
地
巾
責
唐

十六倉三罰If)
倫 (C)回政策も顧客吸晋l策として注目すべ曹だが果して客観的に如何なるl程
度迄安慣な時四品と見るペ脅かの決定は困難である、丹、二さの都市の回目，に
より回25として皐げbれて居るもの並にその該地小東f買格との差在見るに
~K(呉服類20%安陶器30%安) 2・嘉義(英月巨額、担%安和津雑貨20%
安正弘之09五!iT'3・董中(足袋50%安.> 4 基隆(足袋:20，，~安ホ綿類泊照的
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↓
百
貨
居
の
準
出
の
植
民
地
小
貰
庖
へ
の
影
響
、
植
民
地
に
於
げ
る
出
張
販
買
は
そ
の
初
期
に
於
て
は
未
藤
達

な
植
民
地
小
寅
唐
の
補
完
的
意
義
を
も
っ
て
稜
展
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
に
於
て
も
向
多
少
は
そ
の
名
残
を
止

こ
の
意
味
に
於
て
は
百
貨
庄
の
植
民
地
進
出
は
単
に
枇
舎
的
に
そ
の
存
在
意
義
を
も
つ
の

め
る
事
は
認
め
ら
る
。

み
な
ら
十
.
植
民
地
小
寅
唐
の
立
場
よ
り
見
て
も
そ
の
影
響
の
如
き
は
殆
ん
ど
戚
じ
得
ぎ
る
程
度
の
も
の
で
あ
り

或
は
イ
植
民
地
住
民
の
奪
修
的
欲
望
ぞ
刺
戟
す
る
意
味
に
於
て
、
作
百
貨
庖
の
買
却
品
に
劃
す
る
附
属
品
の
買
上

を
向
上
す
あ
意
味
に
於
て
、
』
特
に
内
地
人
組
替
の
小
責
屈
に
と
り
て
は
百
貨
庖
よ
り
も
尚
大
き
な
脅
威
で
あ
り

常
時
的
脅
威
で
あ
る
所
の
他
闘
人
又
は
土
著
人
に
奪
は
れ
に
る
市
場
を
奪
還
開
拓
す
る
意
味
に
於
て
、
寧
ろ
妊
戚

'T
以
で
迎
へ
ら
る
k
s
所
で
め
る
。
然
し
い
つ
必
も
こ
の
安
定
般
態
は
繍
か
な
い
。
植
民
地
に
於
げ
る
人
口
の
増
加

交
捕
後
識
の
結
果
は
内
馳
ド
於
り
品
不
祝
mw
滋
行
主
相
特
っ
て
百
貨
応
の
進
出
は
範
園
的
に
も
回
数
的
に
も
湖
次

増
加
し
、
地
方
小
責
庖
の
補
完
作
用
主
し
て
併
立
せ
し
も
の
は
漸
次
艶
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
扶
態
と
な
る
。
か
冶
る

傾
向
は
比
較
的
好
保
件
を
備
へ
た
大
都
市
に
先
づ
表
は
れ
あ
。
今
打
撃
の
程
度
誼
に
そ
の
最
近
の
趨
化
を
見
る
に

ー
山
刊
出
張
版
責
に
よ
る
打
撃
甚
大
と
答
へ
し
も
の
(
事
南
・
嘉
義
・
童
中
・
基
隆
・
清
津
)
、
仰
大
と
答
へ
し
も
の
(
元
山
・
奉
天
)
、
山
間
中
島
答
~
し
も
の
へ
新

竹
・
仁
川
・
木
捕
・
長
義
〉
、
附
小
と
答
「
し
も
の
(
扉
束
)
、
山
間
僅
少
と
答
へ
し
・
も
の
(
淡
水
)
、
一
慮
右
目
回
答
に
上
り
見
れ
ば
、
我
等
は
突
の
事
主
知

る
。
付
植
民
地
に
於
け
る
宵
貨
広
田
打
撃
は
大
都
市
程
大
な
る
事
、
~
い
蓋
描
岬
に
於
て
は
一
般
に
朝
鮮
に
於
け
る
よ
り
も
打
撃
の
程
度
の
大
な
る

M
?と

什
い
は
こ
れ
を
内
地
に
《
て
は
中
都
市
が
寧
ろ
打
撃
大
な
る
事
責
と
封
照
し
で
考
へ
る
と
興
味
深
し
。
突
に
打
撃
の
蒋
度
の
最
近
に
於
け
る
麹
化
に
就

て
見
る
に
下
誌
の
知
旬
、
失
張
蓋
滑
に
於
で
は
深
刻
化
し
、
朝
鮮
に
て
は
最
近
は
不
鑓
或
は
緩
和
白
状
態
に
あ
る
を
知
る
と
共
に
一
面
大
都
市
で
は

よ
り
深
刻
化
せ
る
を
知
る
が
、
こ
れ
は
交
通
そ
の
他
の
障
害
上
中
小
都
市
へ
の
進
出
は
植
民
地
で
は
比
較
的
困
難
な
る
に
よ
る
か
ら
で
あ
ら
う
。

(
昭
和
七
年
八
月
現
在
)

百
貨
底
の
植
民
地
進
出

第
三
十
八
巻

i1. 

九

第
四
披

一
一
七

5・仁川IC和浮雑貨市-10%安英Jllilll.5~v.安) 6.木浦(和洋雑禦20%安)
K. Kosiol. ])目 Êi~lflns~-de('Betri~i:;!:ìp，:';õs!;e" 9.uf die Kòs-te:ngestaltun~s in deut-
sch<n Einzelhandel (Z. fUr H. F. "4 Ja.hrga~，~ ，3・HeftMarz 1920)・
谷口吉彦氏、小質規模の大小と小鷹費用の関係(本誌三十-~喜一誠)
谷口吉彦著、百貨底、連鎖底、小噴庖問題 p.'I06--Il6. 
植民地に於ける出張版費目替業時間
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百
貨
腐
の
植
民
地
進
出

八
九
四

第
四
披

一
一
へ

第
三
十
八
巻

然
ら
ぱ
植
民
地
小
寅
庖
の
釘
撃
は
如
何
な
る
種
類
の
小
寅
底
が
最
色
多
〈
戚
十
る
所
で
あ
る
か
。
呉
服
庖
雑
貨

庖
が
最
大
な
る
に
鍾
り
は
な
い
が
、
た
Y
内
地
に
於
て
は
呉
服
類
が
取
扱
商
品
の
中
心
佐
な
し
他
の
商
品
は
央
服

類
を
貰
ら
ん
が
怨
の
回
目
叩
と
し
て
使
用
さ
る
h

に
反
し
植
民
地
に
於
て
は
向
寧
ろ
未
磯
山
速
な
一
般
植
民
地
小
買
庖

の
補
完
的
意
味
が
濃
厚
で
あ
る
事
は
打
撃
考
察
上
に
於
て
も
見
逃
し
て
は
な
ら
ね
拙
で
あ
る
。

第
一
-
一
義
百
貨
腐
の
出
張
に
よ
る
各
種
小
賀
府
羽
離
の
順
位

打

撃

第

一

位

一

打

撃

第

二

位

打

撃

第

三

位

白
打
撃
を
第
一
位
と
る
も
の
一
川
英
服
腐
り
打
撃
を
第
二
位
と
せ
る
叫
の
打
撃
を
第

新

竹

、

淡

水

、

嘉

義

、

室

中

、

勝

東

、

一

室

南

、

仁

川

仰

雑

貨

広

嘉

義

、

蓋

申

基
隆
、
元
山
、
奉
天
一
仰
雑
貨
底
新
竹
、
罪
束
、
基
隆
、
奉
天
山
門
小
間
物
庖
華
南
・
淡
水
、
扉
東
、
基
隆
、
仁
川

内
向
雑
貨
庖
童
南
、
清
津
、
仁
川
、
木
浦
一
向
小
間
物
腐
嘉
義
、
室
中
、
清
津
、
元
山
伸
文
房
具
腐
奉
天

呉
服
府
白
打
撃
は
朝
鮮
満
洲
に
甚
だ
し
く
、
童
蝿
刊
に
於
て
は
寧
ろ
雑
貨
底
白
打
撃
が
第
一
位
に
あ
る
も
の
多
べ
こ
れ
は
気
候
関
係
そ
の
他
と
欄
聯

せ
し
め
て
考
案
す
る
時
甚
だ
興
味
あ
る
所
で
あ
る
日

清
湾

出
張
販
買
に
よ
る
植
民
地
小
貫
庖
の
受
〈
る
打
撃
の
中
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
付
植
民
地
に
於
て
は
地
方
小
貰

庇
の
轡
業
方
針
が
奮
式
な
関
係
上
長
期
掛
買
が
多
〈
、
百
貨
庖
が
出
張
し
て
彼
等
の
幾
ヶ
月
分
か
の
買
上
高
じ
相

営
す
る
現
金
を
持
去
る
事
は
資
金
回
牧
上
に
極
め
て
困
難
含
も
た
ら
す
こ
と
、
吋
特
に
三
越
等
は
諮
問
後
の
蔑
品

の
如
き
は
多
〈
は
遠
路
再
び
持
踊
る
如
く
な
る
色
、
例
へ
ば
物
産
商
合
等
で
は
、
廉
債
市
を
催
し
て
最
後
の
土
地

に
で
販
貰
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
植
民
地
小
貰
庖
へ
の
打
撃
は
例
令
一
時
的
に
も
せ
よ
相
嘗
大
き
な
も

の
が
め
る
事
等
で
あ
る
。

今鴨7時より(淡水)8時より(新竹、扉東、選中、木浦、:lIi':R)9時上り(蓋南
嘉義、基隆、元山)10時より(仁川)…....・H ・-以上関庇時問。
蓄後4射で{董中)5時まで{木浦、元!1J、奉天)"6時童相菊ffE9時まで(塞
、...基隆)10時室でぐ滅水、軍事東、仁}Ij)・・・・・一一以上同一年間。
蓋し百貨腐は「陳列主議f持館主義」を原則とするが早春暁欣の候向暑気殿し
曹童精華に於ては夜業は納涼的慰安的意味に於て之を仔」、事は顧客吸引」ニ極め

33) 



然
し
一
面
百
貨
底
の
出
張
に
よ
り
未
発
達
な
小
賓
庖
が
輝
管
法
に
於
て
サ

I
ヴ
イ
ス
に
於
て
改
善
へ
の
刺
戟
を

う
け
つ
〉
あ
る
事
従
来
孤
立
せ
し
小
頁
底
相
互
間
に
連
絡
の
契
機
の
出
来
る
事
等
出
張
販
責
の
好
ま
し
き
影
響
も

忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
(
こ
の
踏
に
踊
す
る
内
地
四
賀
状
は
拙
稿
「
百
貨
庖
白
山
内
張
販
責
と
中
小
小
寅
底
自
問
題
(
綬
替
研
究
第
二
巻
二
放
}
」
参
照
V

口
植
民
地
小
買
庖
の
反
艶
運
動
、
百
貨
一
胞
に
劃
す
る
小
責
底
の
反
劃
運
動
は
こ
れ
尋
問
展
的
に
見
れ
ば
附
個
別

的
の
反
劃
よ
り
品
川
闇
盟
的
の
反
卦
運
動
守
的
消
極
的
反
卦
よ

h
g積
極
的
反
卦
へ
、
そ
し
て
兎
に
間
消
極
的
反

l

r

』

、

，

g
t

、

封
に
準
む
も
の
で
あ
る
。
内
地
に
於
け
る
小
責
庄
の
反
制
運
動
は
そ
の
殆
ん
ど
る
一
て
が
こ
れ
を
そ
の
方
法
の
上
よ

り
見
れ
ぽ
闇
膿
的
に
行
は
れ
、
程
度
の
上
よ
打
見
れ
ば
積
極
的
反
卦
運
動
の
段
階
に
あ
る
が
、
大
、
中
都
市
に
於

相

、

J

て
は
第
二
識
の
消
極
的
氷
繍
的
反
射
に
移
っ
て
隠
る
も
の
も
の
る
。
柏
民
地
に
於
ど
は
イ
出
張
版
賓
が
間
数
的
に

未
に
少
い
こ
と
、
い
こ
れ
が
寧
ろ
小
頁
底
の
補
完
的
意
味
に
於
て
行
は
る
〉
」
仁
村
小
貫
応
の
経
営
宥
聞
に
於

け
る
人
種
的
相
違
反
威
、
同
じ
内
地
人
に
で
も
各
地
方
出
身
者
の
寄
令
的
の
も
の
で
あ
り
且
管
業
の
開
廃
住
居
の

移
動
甚
だ
し
〈
そ
の
聞
に
連
絡
を
と
る
事
の
比
較
的
に
困
難
な
理
由
は
.
そ
の
反
封
運
動
に
於
て
も
未
だ
個
別
的

反
卦
に
止
ら
し
め
そ
の
程
度
色
積
極
的
の
反
卦
に
至
ら
や
第
一
義
の
消
極
的
反
劃
運
動
の
範
固
に
止
ま
る
も
の
が

多
い
。
然
し
漸
次
回
数
の
増
加
打
撃
の
深
刻
化
の
結
果
一
方
個
別
的
反
劃
は
闘
膿
的
反
艶
へ
消
極
的
反
卦
は
積
極

的
反
卦
に
向
ふ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
打
撃
の
比
較
的
に
大
き
い
妻
、
構
の
諸
都
市
に
先
づ
表
は
れ
て
居
る
。

山
川
同
時
大
費
出
し
〈
淡
水
・
嘉
義
・
室
中
・
基
隆
・
清
津
・
奉
天
て
め
特
慣
阪
責
(
淡
水
・
嘉
義
・
車
車
中
・
清
津
・
仁
川
・
元
山
・
奉
天
)
、

mw曾
場
附
近
の
路

傍
費
出
(
窒
南
)
、
出
向
曾
場
拒
絶
(
新
竹
・
基
隆
・
奉
天
・
鎮
南
浦
)
、
向
惑
宜
億
(
新
竹
)
、
陳
情
(
新
竹
・
嘉
義
・
清
浄
・
仁
川
)

百
貨
属
白
ベ
植
民
地
進
出

第
三
十
八
巻

第
四
時
珊

八
九
五

九

て有利であるが寒朱厳しい満洲朝鮮ではか L る事は到底不可能である。
深刻化せりと答へしもの(重量南、嘉義、基隆‘清津、奉天l'強化なしと答:でし
も白(新竹、淡水、扉束、重中、木浦、元山〉緩和せりと答へしもの(仁JII)。
宵楠民地に於では腕遁ゐ京日〈腐敗性損傷性白多い商品白取扱はる L事白金い
関係よ食糧品，~<V知!は百貨居時出張により打撃を蒙らな回、 ζ の事賞は叉
内地白出張版蚕が食檀品鹿に漏嘗IのこH躍を輿へて居る ζ と特に百貨后管業所

34) 

35) 



百
貨
広
の
棺
民
地
準
向

第
三
十
八
巻

第
四
競

一
二

O

八
九
六

こ
れ
等
の
反
卦
運
動
も
そ
の
種
類
的
に
は
殆
ん

E
同
時
大
買
出
し
、
特
慣
販
買
、
舎
場
拒
絶
の
範
闘
を
出
で
や
'

そ
の
方
法
も
極
め
て
拙
劣
な
も
の
が
多
い
。
然
し
一
面
市
営
局
へ
の
課
税
誼
に
合
場
拒
絶
の
要
求
の
如
き
政
治
手

段
へ
の
要
求
に
迄
進
展
せ
る
地
方
も
あ
る
事
は
注
目
に
値
す
る
所
で
あ
る
。

玉
、
植
民
地
嘩
出
批
判

百
貨
府
の
植
民
地
進
出
の
是
非
に
就
て
考
察
す
る
前
に
-
臆
百
貨
底
の
進
出
に
劃
す
る
植
民
地
の
現
・
花
採
り
つ

〉
め
る
態
度
に
就
て
一
瞥
す
る
。

、
「
百
貨
底
の
進
出
に
針
す
る
植
民
地
の
態
度
。

A
消
費
者
、

B
小
貰
底
、

C
賞
局
に
就
て
考
察
す
る
O

J

，‘、
A
植
民
地
消
費
者
の
態
度

百
貨
庖
の
取
扱
商
品
は
廉
債
良
質
斬
新
に
そ
の
特
徴
を
持
ち
、
特
に
植
民
地
小
貰

底
と
の
差
異
は
甚
だ
し
く
、
内
地
品
に
接
す
る
事
に
よ
る
植
民
地
住
民
の
慰
安
的
意
味
も
あ
っ
て
、
最
初
は
熱
狂

的
に
迎
へ
ら
る
h

所
で
あ
る
が
、
や
が
て
こ
れ
が
頻
繁
化
す
る
に
伴
ひ
、
歌
迎

l
無
閥
心

l
(排
斥
)
の
一
一
般
過
程

を
踏
か
事
は
容
易
に
想
像
き
る
〉
所
で
あ
る
。
但
し
内
地
は
肢
に
無
関
心
の
肢
態
に
め
る
も
の
も
多
い
が
、
植
民

地
に
於
て
は
向
そ
の
後
展
の
初
期
に
あ
る
だ
け
に
歓
迎
さ
る
〉
地
方
が
多
い
。
今
こ
の
罰
の
回
答
を
見
る
に
、

山

w
北
較
的
に
歓
迎
せ
る
地
方
(
華
南
・
扉
東
・
基
隆
・
清
津
・
元
山
)
、
的
比
較
的
に
無
関
心
な
る
地
方
(
淡
水
・
仁
川
・
木
浦
・
奉
天
)
、

mw
雨
者
相
半
ば

せ
る
地
方
(
新
竹
・
室
中
)
植
民
地
に
於
け
る
百
貨
脂
へ
の
闘
心
白
漸
次
失
は
る
べ
曹
特
殊
的
理
由
と
し
て
は
、
伸
百
貨
府
白
一
管
業
方
針
白
地
方
と
白

相
違
、
之
を
例
へ
ば
百
貨
腐
が
現
金
扮
を
原
則
と
せ
る
に
植
民
地
に
は
倫
長
期
掛
賓
の
風
習
抜
〈
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
刷
版
責
術
、
取
扱
商
品
目
植

民
地
白
慣
習
的
欲
求
と
の
相
達
、
川
町
そ
白
他
購
買
暦
白
人
種
的
相
蓮
階
級
的
懸
絡
の
u

甚
だ
し
壱
と
と
等
を
奉
げ
る
事
が
由
来
る
。

に於ける業督等では食糧品の地位はわが凶百貨唐十、於ては極めで重要である
こと{松田慣三著ヂパートバントストア ν.195， 19り等主照合はして考へる
時都めで興味がある。
拙稿、出張販費上り見たz育貨属望号小費庄の抗争{怪祷論叢第三十七巻四批}
とれは現貨の態度主日何の問題であって世には例令明質的には極めて歓迎的態
度をもって迎へらるふも白にして哩論的には必ずしも敵迎ナべからず政策的

36) 
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B
植
民
地
小
責
庖
の
態
度

百
貨
庖
に
封
す
る
小
責
唐
の
態
度
も
亦
歓
迎
、
排
斥
、
無
関
心
の
三
つ
に
分
ち
て

考
察
す
る
事

ee得
れ
ど
も
、
担
在
傍
観
的
態
度
を
と
り
つ
〉
あ
る
は
、
回
答
都
市
中
毒
濁
屍
東
荷
あ
る
の
み
に
て

査
で
は
皐
に
抽
象
的
に
歌
辿
不
歓
迎
と
い
ふ
の
み
に
非
守
具
瞳
的
に
反
卦
運
動
の
程
度
に
ま
で
進
展
し
て
居
る
。

然
し
か
う
る
反
卦
運
動
色
未
だ
個
別
的
消
極
的
反
卦
の
程
度
ぷ
止
ま
る
事
は
蹴
越
の
如
〈
で
あ
っ
て
、
尤
色
こ
れ

も
屯
時
漸
次
困
盟
的
積
極
的
反
劃
運
動
の
方
向
に
向
ひ
っ
冶
あ
る
事
は
否
定
出
来
な
い
。

百
貨
庖
の
進
出
に
劃
す
る
都
市
常
局
の
態
度
は
一
一
曲
賞
該
都
市
に
於
け
る
小
買
庄
の
打

C
都
市
嘗
局
の
態
度

撃
就
に
消
費
者
の
要
望
の
程
度
等
の
客
観
的
扶
態
に
支
配
き
る
h

と
共
に
他
面
そ
の
常
時
に
於
げ
る
賞
局
の
主
踊

者
の
主
義
政
策
如
何
に
よ
り
決
せ
ら
る
〉
所
に
し
て
、
勿
論
市
儲
局
の
館
一
度
と
し
て
回
定
的
永
縄
的
性
質
の
も
の

で
は
な
い
。
内
地
に
於
て
も
市
長
市
曾
議
員
の
更
替
改
謹
に
よ
り
百
貨
底
進
出
封
策
に
重
大
な
襲
化
が
賢
ら
さ
れ

た
例
も
少
〈
は
な
い
(
例
h

ば
上
岡
市
の
却
し
〉
。
然
し
こ
の
場
合
、
二
個
の
直
別
せ
ら
る
べ
き
針
策
決
定
上
の
親
勤
が

存
在
す
。
鰹
漕
政
策
的
見
地
と
枇
曾
政
策
的
見
地
。
こ
の
間
勤
よ
り
都
市
嘗
局
の
現
在
採
り
つ
〉
め
る
、
-
歌
迎
、

2
無
闇
心
.
3
不
歌
迎
、

4
排
斥
の
卦
出
張
販
貰
閥
心
上
の
差
遣
を
生
4
7
0

今
こ
れ
を
植
民
地
に
就
て
見
る
。

山
刊
不
歓
迎
又
は
排
斥
せ
る
も
の
室
蘭
、
新
作
、
嘉
義
・
淡
水
、
室
中
、
扉
束
、
基
隆
、
仁
川
、
木
浦
、
元
山
・
清
津

仰

無

関

心

な

る

も

の

奉

天

、

新

京

殆
ん
ど
金
で
白
都
市
は
小
責
底
擁
護
白
立
場
よ
り
多
少
枇
曾
政
策
的
見
地
を
加
味
し
不
歌
迎
又
は
排
斥
的
態
度
を
以
で
臨
ん
で
居
る
事
は
法
目
ナ

ベ
奇
で
あ
る
。
特
日
新
付
、
嘉
義
、
扉
束
、
元
山
、
鎮
南
浦
の
知
曹
は
責
ょ
に
封
ず
る
課
税
を
以
で
臨
ho
、
木
浦
、
清
溜
に
於
て
も
目
下
考
慮
中
な

り
と
報
じ
て
居
る
が
、
内
地
に
於
て
法
規
解
揮
徴
税
費
白
問
題
(
例
へ
ば
新
潟
市
)
事
賃
上
回
一
効
果
等
よ
り
賀
行
難
白
と
な
へ

b
れ
て
居
る
課
楊
が
植

百
貨
腐
の
植
民
地
進
出

第
三
十
八
巻

八
九
七

第
四
貌

には許容すべからぎるものも合〈はないこれは特に百貨庇問題等に於ては感
情的要素も加はり(平井教授、百貨底の白制と抑制、圃民経済雑誌五十四巻
四聖書}極めで複雑な形態を以て表航れま:を例へば今日白小寅唐の窮乏を全て
官貨膚白煙迫Kよるものとしてその民怖の全力を之に肉け或は百貨腐との特
弟陶偽申容在するためその地方全般がorj令訂撃金なか，，-t'と雄も倫且敢て之
が抑略抗手白態度に出で得な旬、地力もある(側へば桐生市の主日毒機業地〉。



百
貨
庖
白
一
植
民
地
進
出

第
四
披

第
三
十
八
巻

八
九
八

一
一

民
地
に
於
て
先
づ
賃
現
さ
れ
て
居
る
事
は
そ
の
新
進
気
鋭
思
ふ
べ

f
極
め
て
興
味
の
あ
る
事
寅
で
な
け
れ
ば
な

b
ぬ
。
放
順
市
に
於
て
も
特
別
枕
と

し
て
早
f
か
ら
課
税
さ
れ
て
居
る
。
そ
の
他
市
首
局
が
公
舎
内
晶
拒
絶
を
以
て
臨
ん
で
居
る
所
に
奉
天
鎮
南
浦
の
諸
市
が
あ
る
。
尤
も
公
舎
堂
は
貸
興

せ
な
い
曹
と
は
い
へ
奉
天
乃
至
新
京
で
は
概
し
て
百
貨
腐
の
進
出
に
は
無
闘
心
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
今
日
の
満
洲
に
於
け
る
小
賓
庖
の
一
大
脅
威
は
寧

ろ
浦
鍛
枇
艮
消
費
組
合
で
あ
ワ
て
全
て
の
関
心
が
こ
の
組
合
の
徹
腰
、
配
給
品
制
限
の
運
動
に
向
け
ら
れ
て
居
る
結
果
百
貨
腐
の
打
撃
白
如
、
一
号
、
例
令

柑
笛
の
程
度
に
上
つ
で
も
依
り
関
心
を
呼
ば
な
川
た
め
と
見
る
事
が
出
来
る
。

、、，ノ二
百
貨
市
植
民
地
借
地
出
の
是
非
。

A
百
貨
府
.
h
p

小
貰
府
、

C
枇
命
日
的
立
場
よ
り
夫
々
考
絡
す
る
c

f
k
司、

同
そ
の
長
所
、
百
貨
品
の
植
民
地
進
出
が
内
地
に
於
け
忍
有
望
な
る
都
市
を
殆
ん
ど

接
見
し
得

Y
る
に
至
っ
た
結
果
後
展
し
に
も
の
な
る
は
献
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
が
、
百
貨
広
の
植
民
地
進
出
は

そ
れ
白
躍
と
し
て
も
亦
必
や
し
も
無
盆
な
も
の
仁
非
，
さ
る
側
面
を
有
し
て
居
る
。
イ
責
上
上
よ
り
見
れ
ば
植
民
地

へ
の
百
貨
庖
の
出
張
が
極
め
て
危
険
率
の
少
い
事
は
そ
の
一
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
貫
庖
の
反
封
運
動
が
相
皆
様
達

し
て
居
る
閥
係
上
.
時
に
は
責
上
高
殆
ん
E
皆
無
と
い
ふ
例
も
屡
E
見
る
内
地
と
は
甚
だ
遣
る
事
情
に
あ
ふ
u

A
百
貨
応
の
立
場
よ
hJ

先
づ
ζ

れ
を
仰
責
上
金
額
に
就
て
見
て
も
左
表
白
如
〈
内
地
同
人
口
白
都
市
に
比
す
れ
ば
{
経
済
論
議
一
一
マ
ヤ
七
巻
凶
披
拙
稿
第
一
表
参
照
)
最
高
額

に
於
て
は
相
等
し
く
、
或
は
幾
分
高
く
、
最
低
額
は
内
地
の
そ
れ
に
比
し
て
概
し
て
高
〈
ご
特
に
極
端
に
低
い
も
の
を
見
出
さ
れ
な
い
。
今
一
出
張

の
近
年
の
寅
上
高
を
見
れ
ば
(
単
位
固
)

普最最

日華
問南

三玉三

ョ主新
g 竹

一口口
淡

* 

基
隆

五、ロロ(}

清
津

d 木
g t甫

言霊

扉
東

豆、ロロロ

Cコ
d 塞
8 中

一元山

耳、口口口

奉
天

三仁
g 川

高主重低

高

月司E
Cコ

一、()ロロ

八、ロロ己

一、ロロ(〕

=、ロロ(]

草、口一〕{〕

不
詳

豆、口口口

不
詳

=、ロロロ

人
(
〕
(
〕

一-o 

=、異〕口

玉、口{〕口

一口、口口司

園、ロロ[]

固
な
り

豆、
Z
D
口

一、早口口

こ
れ
を
夏
に
仰
貸
出
し
商
品
と
資
残
関
仰
と
の
一
割
合
に
就
て
見
て
も
、
最
高
五
割
最
低
二
一
割
乃
至
一
割
五
分
を
一
京
し
、
内
地
の
知
〈
七
割
乃
至
九
割

出張阪賓がその初期に於で極めて歓迎される事はとれを内地に於でも見る所
であって例へば最近漸 f出張を見るに至った静岡眠気賀町四回答によれば百
貨膚来る申婦人殺倒して一目白入場者二千を超ゆといふ。柿民地に於ても例
へI:l'.腕漣の向張阪貸の最も俊展せる仁川府の凶答に侠れ1;(以前は多生歎迎的
¥態度を以て迎へられしもその常時化せる現在に於て Ij消費者の問に殆んどセ
シlセーショ y を起ききるに至れりとい」、。
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に
及
ぶ
例
は
凡
な
い
。
今
一
一
、
三
白
都
市
に
就
て
そ
の
状
況
を
見
る
に
界
東
(
最
高
四
O
%
最
低
二
O
%
)
、
室
中
(
五
O
M
河
|
三
O
M
N
)
、
木
浦
(
五

o
d
p
l
二
O
μ
)
、
奉
天
(
三
O
%
|
一
五
%
}
と
回
答
せ
り
。

然
し
今
例
令
直
接
買
上
の
絶
封
額
は
少
し
k
偲
定
し
で
も
、
ロ
一
植
民
地
の
顧
客
吸
股
は
百
貨
庖
競
争
の
勝
負
決

定
の
司
。
一
三
と
色
云
ふ
べ
き
多
量
販
寅
の
要
望
に
沿
ひ
得
る
志
の
で
め
り
、
い
残
品
滞
貨
所
分
の
動
か
ら
見
で
も
、

川
植
民
地
小
頁
庖
の
奮
式
拙
劣
な
る
こ
と
、
間
消
費
者
の
中
央
よ
り
懸
絶
し
て
商
品
知
識
の
劣
し
い
こ
と
、
間
年

中
行
事
流
行
等
の
内
地
の
そ
れ
に
比
し
多
少
遅
る
、
、
少
〈
も
遺
る
事
等
の
潤
由
に
よ
り
容
易
に
行
は
れ
得
る
。

特
に
一
一
通
信
販
貰
が
植
民
地
で
は
極
め
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
事
は
先
に
も
一
一
一
一
日
し
に
が
、
こ
れ
に
期
待
を
持

つ
限
h
ノ
縞
柄
色
彩
の
複
雑
な
わ
が
閣
の
央
服
類
等
で
は
一
度
は
寅
物
持
廻
の
出
張
販
買
を
行
っ
て
を
く
事
は
例
令

直
措
の
買
上
は
少

t
と
も
極
め
て
必
要
T
あ
る
{
米
同
等
で
は
通
信
販
貨
の
た
め
貨
物
陳
列
所
を
各
地
に
設
け
ど
噸
品
を
一
覧
せ
し
む
J
O
)

向
ぞ
の
短
所
、
然
し
一
面
げ
植
民
地
に
於
け
る
交
通
の
未
後
遺
と
距
離
の
闘
係
は
必
然
的
に
運
賃
滞
在
費
等
の
直

接
的
経
費
を
増
し
、
克
に
ロ
商
品
の
損
傷
紛
失
特
に
貰
残
口
聞
の
如
き
一
流
百
貨
底
で
は
持
蹄
を
例
と
し
て
居
る
が

こ
の
場
合
に
は
遠
路
の
持
蹄
の
運
賃
手
数
料
、
サ
こ
れ
を
最
後
の
地
に
於
て
廉
買
す
る
と
し
て
色
そ
の
割
引
の
た

め
の
損
失
費
等
の
間
接
的
経
費
も
少
な
か
ら
や
、
二
植
民
地
に
於
け
る
趣
味
噌
好
の
相
違
・
人
種
的
相
違
・
内
地
人

間
の
出
身
地
の
相
違
等
に
依
存
す
る
需
要
の
複
雑
性
は
必
然
的
に
販
貰
政
策
、
取
扱
口
聞
の
複
雑
を
膏
し
、
ホ
そ
の

他
一
般
に
植
民
地
へ
の
出
張
に
於
げ
る
、
何
時
間
的
、
判
場
所
的
、
間
商
品
的
制
限
の
甚
だ
し
い
事
は
そ
の
出
張

を
比
較
的
に
不
利
に
導
く
原
因
を
な
し
、
寧
ろ
未
だ
今
日
の
と
こ
ろ
植
民
地
へ
の
出
張
は
通
信
販
責
の
た
め
の
高

百
貨
底
白
一
植
民
地
進
出

第
三
十
八
巻

第
凶
披

一一

八
九
九

寅
て
等
り
席
て

小
め
彼
異
貨
於

地
極
ば
も
百
に

内
上
れ
者
ろ
重

パ
1

際
見
買
寧
計

μ
寅
で
購
否
立

づ
は
就
に
、
設

先
事
に
特
い
腐

は
る
腐
と
な
貨

で
す
賀
ζ

ぜ
百

就
察
小
る
感
る

陀

f
ぜ
白
な
を
け

唐
古
替
償
威
於

由
貿
分
経
安
脅
に

小
に
人
の
ど
海

地
応
那
費
ん
華

民
費
支
一
泊
殆
ば

梢
小
人
生
に
ヘ

ボ

b
滑・
4
山
内
側

た
ナ
土
こ
準
(

し
轡
ば
る
の
多

略
経
へ
得
膚
事

者
九
例
え
貨
る

は
の
を
耐
百
ず

で
も
れ
に
上
感

於
自
己
苦
腐
を

に
外
。
困
開
成

察
人
吾
、
る
脅

考
地
あ
オ
異
D
，

の
内
で
天
も
等

挫
け
事
的
回
開
彼

上
か
な
業
商
が

は
と
宴
商
扱
方

程
同
時
重
の
取
の
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百
貨
昨
胞
の
楠
民
地
進
出

第
三
十
八
巻

九
O
O

第
四
披

同

債
B な
小犠
貰牲
庖と
のき

立へ
揚考
よへ
り由、る
事
が
出
来

三m

同
そ
の
長
所
、
百
貨
底
の
出
張
が
内
地
の
如
〈
未
だ
常
時
的
存
在
化
ぜ
争
、
こ
れ
が

年
二
、
三
回
に
止
ま
る
今
日
に
於
て
は
、
そ
の
出
張
は
必
十
し
も
益
面
的
に
好
ま
し
か
ら
余
と
し
で
排
斥
お
る
べ

き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
イ
百
貨
底
は
小
貰
庖
に
劃
す
る
新
経
管
法
新
販
責
術
の
教
授
者
で
あ
h
ノ
、
こ
れ
は
一

時
的
な
る
ぽ
貨
府
の
陣
地
よ
り
も
寧
ろ
紘
一
繍
的
な
る
文
調
人
共
仙
外
人
の
暦
泊
に
よ
り
苦
痛
や
}
戚
や
る
内
地
人
小

寅
底
に
と
っ
て
は
極
め
て
意
義
め
る
所
で
あ
ち
、
小
川
特
に
植
民
地
に
於
て
は
出
張
販
買
は
不
完
全
な
る
小
貰
組
織

の
補
完
的
意
義
を
有
し
併
立
す
べ
き
能
地
も
大
き
く
、
い
一
時
的
に
は
百
貨
庄
の
責
上
品
に
劃
す
る
附
属
品
の
需

要
'
伊
-
増
し
、
同
永
績
的
に
は
百
貨
庇
が
植
民
地
消
費
者
に
刺
戟
一
時
殺
す
る
芝
山
的
欲
望
に
よ
り
て
利
し
、
村
例
令

相
蛍
の
打
撃
を
蒙
る
色
却
っ
て
一
面
小
責
庖
相
互
の
連
絡
を
費
す
契
機
と
も
な
り
・
理
論
的
に
見
て
も
、
好
ま
し

か
る
べ
き
多
く
の
理
由
を
殺
見
す
る
。

山
川
そ
の
短
所
、
然
し
こ
の
補
完
的
意
義
を
以
て
併
立
せ
し
百
貨
底
と
植
民
地
小
頁
底
も
や
が
て
は
劃
立
す
べ
き

運
命
の
も
と
に
あ
り
、
こ
れ
は
先
づ
け
い
小
貫
庄
の
責
上
高
の
減
少
と
な
っ
て
表
は
れ
る
。
特
に
い
こ
れ
が
卦
抗
の

た
め
に
は
多
大
の
犠
牲
を
要
し
、
い
一
面
で
は
小
貰
底
の
園
結
を
増
す
と
雄
も
他
面
そ
の
打
撃
の
各
種
小
買
庖
に

一
様
な
ら
守
、
或
は
大
商
人
小
商
人
の
卦
立
、
異
人
種
聞
の
封
立
等
に
よ
り
そ
の
封
抗
の
方
法
経
費
の
分
配
等
に

於
て
不
和
を
醸
す
事
も
少
な
か
ら
示
、
い
更
に
消
費
者
よ
り
は
従
来
の
小
頁
唐
へ
の
不
満
が
濃
厚
と
な
り
、
向
、

仲
間
接
的
に
は
集
金
率
の
悪
化
も
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
。

も木島人と資本的に経轡的に協力によりなさる Lを百j主ナ k君事せらるふのも
その封立競争を防止し止揚せんとするに外な与ない。
例，、ぽ昭和宍年夏犬阪高鳥居白貴島県草滴山市~向援の場合商工舎が中心とな
うて市婦人舎の隠援白もとに合場緬111座を中心として該地小費底捜出で曾場
附近白路傍費出し並に特使阪責で封抗した所第一日は入喝者僅に十重世名、第
二日は殆んど零第三日は中止蹄阪せりと云」、加豊百貨崩白惨敗目例もある

40) 



C
祉
合
的
立
場
よ
り
仙
そ
の
長
所
、
百
貨
庄
の
植
民
地
準
出
は
多
少
小
責
底
に
と
っ
て
打
撃
は
あ
っ
て
も
枇

合
経
掛
礎
展
の
必
然
の
過
程
で
あ
り
.
ヂ
」
れ
e

ゲ
二
百
よ
り
見
れ
ば
、
イ
消
費
者
は
居
な
が
ら
に
し
て
廉
債
良
質
斬

/-、、

新
の
中
央
都
市
の
商
品
に
接
し
、
ロ
小
寅
庖
の
意
識
的
無
意
識
的
粧
品
管
法
販
責
術
の
改
善
に
よ
り
奮
弊
な
る
彼
等

の
拘
束
を
股
し
、
』
之
を
例
へ
ば
、
植
民
地
に
於
て
は
長
期
掛
貰
風
を
な
す
も
百
貨
庄
が
現
金
買
な
る
に
よ
り
掛

r目、

買
を
描
明
け
る
事
は
必
然
に
集
金
率
の
悪
化
を
宮
市
し
止
む
を
得
予
現
金
買
を
採
る
に
至
れ
る
如
き
枇
命
日
的
に
好
ま
し

ーノ

き
結
果
色
生
中
。
い
共
他
消
費
者
の
商
品
知
識
の
精
進
は
批
判
力
の
殺
生
欲
望
の
増
進
と
な
り
、
勤
捗
へ
の
刺
戟

と
な
hJ
植
民
地
文
化
向
上
の
契
機
と
も
な
hJ
、
ホ
更
に
植
民
地
住
民
に
劃
す
る
内
地
商
品
の
皆
及
は
政
府
の
停
統

的
植
民
政
策
た
る
同
化
主
義
に
貢
献
す
る
所
b
少
な
か
ら
れ
、
吋
植
民
地
へ
の
内
地
人
の
移
住
の
刺
戟
と
も
な
り
、

植
民
政
策

t
極
め
ど
好
ま
し
き
結
果
h
生
中
。

同
そ
の
短
所
、
然
し
こ
れ
は
一
面
資
本
主
義
の
植
民
地
進
出
と
い
ふ
ぺ
〈
、
イ
こ
れ
を
内
地
植
民
地
の
聞
係
と
し

て
見
る
時
は
内
地
資
本
の
植
民
地
搾
取
の
事
賞
就
に
観
念
を
横
一
生
せ
し
め
、
植
民
地
の
稜
展
特
に
植
民
地
土
著
民

の
教
養
上
に
好
ま
し
か
ら
争
、
吋
こ
れ
を
階
級
的
闘
係
よ
ち
見
て
も
大
資
本
の
小
資
本
歴
迫
集
中
の
事
貫
誼
に
観

念
を
殺
生
せ
し
め
階
級
闘
争
へ
の
刺
戟
と
な
り
、
サ
特
に
小
責
庖
の
在
落
は
彼
等
の
吐
舎
的
存
在
意
義
に
鑑
み
て

も
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
延
い
て
は
中
小
商
人
の
植
民
地
移
住
観
念
を
阻
害
し
、
斗
消
費
者
側
よ
り
見
て

も
一
大
資
本
の
も
と
に
濁
占
的
に
商
品
の
配
給
が
支
配
さ
れ
る
事
は
結
局
彼
等
の
拘
束
の
も
と
に
立
つ
事
と
な

b
、
何
百
貨
底
の
販
貰
策
顧
客
吸
引
策
の
中
に
は
明
か
に
不
正
不
嘗
と
目
せ
ら
る
下
も
の
も
少
な
か
ら
や
、
小

百
貨
腐
の
植
民
地
進
出

第
三
十
八
巻
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(前波氏、1ti1掲】下闘に於でも昭柑五年十月商工曾議所主催で百貨大廉寅ヂー
を催し松阪屋に艶抗せ L所意外の好1影響を得松阪屋はその半ばの費上もあげ
傍ぎり Lと云ぷ(下閥商工合議所編、調査と碗究第一巻五務)。

41) J. Hirsch， s. s. O. s. 70. 
42) 拙稿、百貨膚白煙替より見たるItlf.¥強版賓の意義 f鱈瞥研究第一巻第三競昭和
八年十一月械)。 宵百貨Ji!iの白1Ji;1j案;はこれ等相互競争目結果経費目高額によ



百
貨
腐
の
植
民
地
進
出

第
三
十
八
巻

九
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貰
庖
肱
に
情
賓
者
が
そ
の
戚
化
を
受
け
る
事
は
枇
舎
道
徳
上
喜
ぶ
べ
き
所
に
非
守
、
吋
そ
の

植
民
地
特
殊
産
業
の
注
落
・
出
張
販
賓
が
現
金
榔
な
る
よ
hJ

他
植
民
地
工
業
家
へ
の
影
響
、

京
本
る
銀
行
預
金
の
流
出
。
内
地
中
央
都
市
銀
行
の
植
民
地
預
金
の
吸
耽
-
植
民
地
銀
行
の
戒
解

渡
落
・
大
銀
行
の
小
銀
行
集
中
等
々
へ
の
闘
聯
も
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
J
V

こ
れ
ぞ
要
す
る
に

百
貨
庇
の
植
民
地
進
出
は
非
常
に
ん
日
開
的
の
多
く
の
要
素
を
合
h
u
と
比
一
に
他
両
百
貨
庇
に
J

つ
で
も
小
貰
底
に
と
っ
て
も
時
叉
枇
合
的
に
見
て
も
決
し
て
好
ま
し
く
な
い
多
く
の
分
子
も

含
ん
で
居
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
纏
績
の
可
否
は
こ
れ
等
の
諸
貼
の
綜
合
的
考
察
の
上
に

築
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ぱ
在
は
如
何
な
る
根
本
的
見
地
よ
り
如
何
な
る
封
策
を
以
て
こ

れ
に
臨
か
べ
し
と
な
す
か
、
こ
れ
に
就
て
は
そ
の
要
旨
は
艦
管
研
究
三
月
競
に
も
極
簡
単
に

述
べ
て
置
い
た
が
、
向
詳
し
く
は
他
日
百
貨
庖
出
張
販
責
の
批
判
針
策
を
述
べ
る
稿
に
譲
る

事
と
し
よ
う
。
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一
二
六

るためその内部怪瞥白事情より必然的に粛されたものであるとの丸方もある
(松田慎三著、改訂ヂパトメントストア p.167)私は必 Fしもこの設に賛成
しない、(拙稿、京都帝岡大串新聞昭和八年十二月二十ー日所載参照〉特に出
版販費等ではその経轡上回長所も見逃しではならぬ。なの出張販貰存繍論も
此緩皆上の長所と祉曾的長所と D合致監に其限界を見向古んとするにある。

43) 拙稿、百貨J~の出張販賓と中小小賢膚の問題(経笹研究昭和九年三月披)。
44)'勿論槽民政策上同化主義白是非は議論のある所にしてJh本噂土の主日奇はとれ
に反事事して活られる様だが政府の惇統的方針が同化主i誌を探用して来た事は
否定由来ない。一際こふに長所として摘r。
倫種々の観里占より見たる出張阪賓の是非自考察については
拙輔、百貨膚由経砦より見たる出張版責白意義(経替研究第一審三披昭和八，
年十一月甥)
拙稿、百貨底の向張阪賞、遁信販賀、連鎖庖(経替肝港第-~昏四披昭和八年
十三月覇軍}
拙稿‘官貨腐の出張阪賓と中小小費府の間運(経笹研究第二巻第二競昭和九
年三月腕J参照。

45) 


